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国内で広範囲に発生していた侵入害虫 ( )Opogona sacchari Bojer
（新和名：クロテンオオメンコガ）

吉松 慎一・安田 耕司農業環境インベントリーセンター昆虫分類研究室

はじめに

明治以降に日本へ侵入してきた外来昆虫は、

約450種（植物寄生性ダニ、クモ、センチュウ

） （ 、を含む と言われている 外来種ハンドブック

日本生態学会、2002 。近年農作物の輸入量が）

増え、海外産の害虫が侵入するリスクが高まっ

ているが、多くの害虫は植物検疫により、国内

に入ってくる前に水際で侵入が阻止されてい

る。それでも網の目をかいくぐり、海外から侵

入してくる場合もある。

侵入蛾の研究の発端と和名の命名

我々は近年、ドラセナやパキラなどの観賞

用植物を中心に発生した蛾類の一種の同定依頼

。 、を頻繁に受けるようになってきた 同定の結果

本種はヒロズコガ科に属す (BoOpogona sacchari

jer)であることが分かった（図1 。）

図1 ( )（新和名：クロテンオOpogona sacchari Bojer
オメンコガ）成虫

本種の和名はこれまでなかった。昆虫類の

場合、学名は他の動物と同じく現行の「国際動

物命名規約」に従って名付けられているが、和

名に関しては特にこのような規約はない。学名

だけあって和名の付いていない昆虫は実は日本

には多数いる。しかし、それでは学名に慣れて

いない人には不便であると思われたので、本種

を“クロテンオオメンコガ”と命名した。この

和名は、ヒロズコガ科メンコガ亜科に属し、前

翅中央に黒紋（=クロテン）がある本亜科中の

大型（=オオ）の蛾であることに由来する。

日本での発生・定着状況

本種は、アフリカ、中南米、ヨーロッパに

主に分布し、最近北米に侵入した害虫である。

そこで、大阪府立大学と協力して、わが国にお

ける本種の同定依頼記録、加害植物や発生実態

の情報を収集し、発生状況を明らかにするとと

もに日本での定着状況について検討した。

従来のわが国における本種の侵入や発生につ

いて公表されている記録は1986年の植物検疫で

～の発見例と1999年9 10月の小笠原父島での採

集例の2件のみであったが、同定依頼の記録や

標本を改めて整理したところ、本州から沖縄に

至る13地点で発生していたことを新たに確認

し、合計15件の発生記録となった（表1 。今）

回確認した発生状況などから、本種は少なくと

も本州の新潟以南、四国、九州、沖縄で発生を

繰り返しており、わが国に定着したと考えられ

る。

被害が認められた植物と今後の注意

今回の調査によると、わが国では観賞用植

物での発生事例が多かったが、他に熱帯果樹に

も被害があった。また、家畜飼料での発生も記

録されていた（表1 。海外ではさらにサツマ）

イモやナスなどの作物での被害も確認されてい

る。

本種は、冬場でも栽培施設内では発生してお
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表 1 クロテンオオメンコガの日本における侵入，発生の記録

年　月 採集地 加害植物と加害物質：加害部位 個体数
c

1986年7月a 福岡県関門港 ドラセナ：幹 4
1988年 千葉県君津市 パキラ（施設内）：新梢先端部 1♀

1992年7月 沖縄本島恩納村 ベンジャミン：接ぎ木部 2♂4♀

1993年10月 岐阜県海津郡海津町 アナナス：新芽，地際部，芯 1

1993年1月 茨城県潮来町 ユッカ：木部 2♀
1994年9月～1995 奈良市今市町 シンビジウム（施設内）：培養土 1♂

1995年3月 奈良市今井町 シンビジウム（施設内）：培養土 12♂7♀, 2; 幼虫5

1997年4月 熊本県上益城群益城町 ドラセナ：木部，セローム：塊根， 1♂3♀; 幼虫45

チューリップ・ユリ：球根
1997年4月 沖縄県玉城村 ドラセナ：枝 3♂11♀

1998年8月 茨城県玉造町 パキラ：表皮内と髄部 1♂7♀，2

1998年10月 茨城県鹿島郡神栖町 パキラ苗（施設内） 2♂3♀
1999年4月 高知県土佐市 デンドロビウム：培養土，根，バルブ 3♀

1999年9～10月
b 小笠原諸島父島 鶏用の飼料 報告無し

2000年～ 新潟県北蒲原郡 ベゴニア：球根，アロエ，バナナ， 多数

パッションフルーツ
2001年9月 東京都八丈島 ドラセナ，オーガスタ， 1♂1♀ 

テーブルヤシ属の1種

a
 馬場 (1990)が報告した植物検疫での発見記録。

b
 高橋ほか (2000)が報告したトラップでの採集記録。

り、それが次年度の発生に結びつくこともある

と考えられる。また、今回は発生が確認されな

かった北海道や東北地方でも、特に施設栽培で

の注意が必要である。

おわりに

近年、農作物を含む物流が盛んになって、

海外からわが国へ害虫が侵入するリスクは高く

なっている。海外産の昆虫は、農業害虫などの

ように比較的よく知られている種であっても、

利用できる参考文献や比較標本が限られている

ため、正確に同定することは必ずしも容易では

ない。また、海外ではなんら害をもたらさない

“ただの虫”がわが国へ侵入し、新たな環境の

中で初めて害虫化するような事例もある。その

ような場合は利用可能な情報はさらに少ないた

め、同定はより困難となる。

当研究室では、所蔵標本や文献などのデータ

ベース化を現在進めており、また様々な昆虫関

連情報を統合した“昆虫インベントリー”の構

築に取り組んでいる。今後は、国内外の関連機

関とも連携し、各機関が蓄積している昆虫情報

の相互利用を通して、昆虫同定の迅速化や昆虫

相の解析等に活用できるネットワークを構築し

たいと考えている。




